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第1章　 緒 言

含水炭素代謝に関す る研究 は古 くよ り行われ,そ

の業績は枚挙 に遑がな く,そ の内容 も広汎かつ詳細

を極めてはいるが,な お細部 に至 りては諸家 未だ必

ずしも一致せ る見解に達 しているとはいえない.し

かし一般に高等動物に於ては その摂 取せ る含水炭素

は消化管 より凡て単糖類の形 に於て吸収せ られ,之

が主として肝臓並びに筋肉に於て糖原質に合成,貯

蔵せられ,こ の糖原質が必要に応 じて動員 され所謂

反応型の葡萄穂を生 じ,諸 器官並びに組織 に於てそ

の目的に応じて利用 される もの で あ る との見解は

Fhanhansen87)初 め諸家 の略 々一致せ る所であ る,

そこで骨髄に一定の変 化を起 さしめ,即 ち或は之を

刺戟 し,或 は之 を抑制 し,含 水炭素代謝の推移を窺

うことに骨髄造 血機能の本態 と関達 して誠に興味深

い.従 来骨髄機能の変化 を探究 する手段 として各種

の実験的貧血動物が用 いられているが,殆 ど細胞学

的検索を行つた ものであ り,骨 髄の 含水炭素代 謝に

関するものとしては塙本24)の骨髄 穿刺液 についての

実験をみるのみであ り,而 もそれは真 の意味の新陳

代謝の観察 とい うにはなお不 充 分 で あ る.教 室中

村43),沼 本44),橋 本47)等は実験的貧血家兎について

骨髄 の体外組織培養を行 い,そ の細胞増生,偽 好酸

球遊走速度,同 貪喰能等を観察報告 し,更 に教室藤

井憩)は実験的貧血家兎骨髄の組織培養に於け る蛋白

代謝について報告 している.

私は第1編 に於て骨髄体外組織培養法を用 いて正

常家兎骨髄 の含水炭素代謝並びに夫に対す る健康人

血清添加の影響を観察 し,第2編 に於ては各種疾患

々者血清の家兎骨髄 含 水炭素代謝に及ぼす影響を観

察 したが,本 編に於ては家兎にベンゾール,サ ポニ

ン,コ ラル ゴール,フ エニール ヒ ドラチン等の投与

を行 い,又 レ線照射,瀉 血等を行いその骨髄の生体

組織培養を行 うことによ り含水炭素代謝 を観察 し,

更に骨髄組織培養に対す る種 々の薬物添加の影響を

観察 したのでその成績について報告す る.

第2章　 実験材料並びに実験方 法

第1節　 実験材料

第1項　 実験動物作製法

実験動物には体重2.0kg内 外の白 色 雄 性 家兎を
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使用 し,次 に述べ る如 き方法で 実験的貧血家兎 を作

製 した.対 照には体重2.0kg内 外 の白色 雄 性 健常

家兎を使用 した.

1)ベ ン ゾール貧血家兎

イ)急 性ベン ゾール貧血家兎

精製 されたベ ンゾールをpro kg 0.3cc毎 日皮下

注射 を行い,約30日 に及んだ.

ロ)慢 性ベン ゾール貧血家兔

ベン ゾールをpro kg 0.4cc隔 日皮下注射 を行 い

約3ケ 月に及んだ.

2)サ ポニン貧血家兎

0.2%サ ポニン溶液をpro kg 3cc毎 日皮 下注射

を行い,約30日 間投与 した.

3)フ エニール ヒドラチン貧血家兎

1%フ エニール ヒドラチン溶液をpro kg 1cc連

続4日 間皮下注射 し終了後3日 目に使用 した.

4)コ ラル ゴール貧血家兎

1%コ ラル ゴール溶液をpro kg 0.5cc毎 日静脈

注 射を行 い,約30日 に及んだ.

5)レ 線照射家兎

イ) 1000r 1回 照家兎

1000rを1回 全身照射 した.

ロ) 300r連 続照射 家兎

300rを 毎 日全身照射 し10日間 実施 した.

6)瀉 血貧血家兎

イ)急 性 瀉血家兎

pro kg 20ccを 耳静 脈 より1回 採 取 し5日 目に

使用 した.

ロ)慢 性 瀉血家兎

pro kg 10ccを 耳静脈 より毎 日採 取 し20日間に及

んだ.瀉 血中止後4日 目に使用 した.

第2項　 各種薬物

1)ビ タ ミンB12

武 田製薬 フレス ミン注射薬.

2)骨 髄エ キス

生 後2ケ 月位の幼若家兎を空気栓塞法に より殺 し,

四肢骨 よ り肉眼的に全 く暗赤色を呈す る部分 のみを

可及的に取 出し10%の 割に滅菌蒸溜水を加えてホモ

ゲナイズ し,そ の上澄液を用いた.

笛3項　 培養器　第1編 に同じ.

第4項　 発育促進物質　 第1編 に同 じ.

第5項　 培養支 持体　 第1編 に同じ.

第2節　 実験方法

第1項　 組織 の培養方法　 第1編 に同じ.

第2項　 培養の条件　第1編 に同じ.

第3項　 細胞増生の観察方法　第1編 に同じ.

第4項　 含水炭素代謝の測定方法　第1編 に同

じ.

第5項　 水素 イオン濃度 の測定法　 第1編 に同

じ.

第3章　 実 験 成 績

以下対照 としては総て正常家兎骨髄についての成

績 をとつた.

第1節　 実験的貧血家兎骨髄含水炭素代謝

1.ベ ン ゾール貧血家 兎

イ)急 性 ベンゾール貧血家兎

第1表 の如 く未梢血液像では血色 素低下 し白血球

第1表　 急性 ベンゾール貧血家兎末梢血液像

減少をきた している.骨 髄 は肉眼的に殆んど赤味を

失い,又 頗 る柔軟で組織の弾力性を失 う.

培養するに第2表,第1, 2, 3図 の 如 く培養1

日で比較成長価3.5で 対照4.3に 対 し非常に劣り,糖

消費量20mg/dlで 対照26mg/dlに 対 し非常に少 く,

水 素イオン濃度7.1で 対照7.0に 対 し酸性への傾き方

も非常に劣つてい る.更 に培養2日, 3日, 5日 と

順次培養 日数 を加 うるに従つて比較成長価,糖 消費

量,水 素 イオン濃度の酸性への傾 き方も対照に対 し

て非常に劣つてい る.

ロ)慢 性 ベンゾール貧血家兎

第3表 の如 く末梢血液像では血色素著明に低下 し,

赤血球,白 血球も著明に減少をきたし,網 赤血球は

第2表　 急性ベンゾール貧血家兎骨髄含水炭素代謝
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第1図　 急性ベンゾール貧血家 兎の比較成長価

第2図　 急性ベンゾール貧血家兎の糖消費量

第3図　 急性 ベンゾール貧血家兎の水素 イオン濃度

第3表　 慢性 ベンゾール貧血家兎末梢血液像

著明に増 加している.骨 髄は肉眼的に一見ゼ リー様

を呈 し,真 紅 の色調を滞 び,軟 か く破壊 し易い.

培養す るに第4表,第4, 5, 6図 の如 く培養1

日で比較成長価2.3で 対照4.1に 対 し著明に劣 り,糖

消費量15mg/dlで 対照27mg/dlに 対 し著明に少 く,

水素イオン濃度7.1で 対照7.0に 対 し酸性 への傾 き方

も著明に劣つている.更 に培養2日, 3日, 5日 と

順次培養 日数 を加 うるに従つて比較成長価,糖 消費

量,水 素 イオン濃度の酸性への傾 き方 も対照に対 し

て著明に劣つている.

第4表　 慢性ベンゾール貧血家兎骨髄含水炭素代謝

第4図　 慢性ベ ンゾール貧血家兎の比較成長価
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第5図　 慢性 ベ ンゾール貧血家兎の糖消費量

第6図　 慢性ベン ゾール貧血家兎 の水素 イオン

濃度

2.サ ポニ ン貧血家兎

第5表 の如 く末梢血液像は血色素低下 し,赤 血球,

白血球 も減少 している.骨 髄 は肉眼的に赤味 を失い,

横断面には所々島嶼状に赤味を滞びた箇所 をみ る.

第5表　 サポニン貧血家兎末梢 血液像

培養するに第6表,第7, 8, 9図 の 如 く培養1

日で比較成長価3.8で 対照3.9に 対 しわずかに劣 り,

第6表　 サポニン貧血家兎骨髄含水炭素代謝

第7図　 サポニ ン貧血家兎の比 較成長価

第8図　 サポニン貧血家兎の糖消費量
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第9図　 サポニン貧血家兎の水素イオン濃度

糖消費量23mg/dlで 対照25mg/dlに 対 しわ ずか

に少 く,水 素イオ ン濃度7.0で 対照7.0に 対 し酸性へ

の傾き方は同じで ある.更 に培養2日, 3日, 5日

と順次培養 日数を加 うるに従つて,比 較成長価,糖

消費量,水 素イオ ン濃度の酸性 への傾 き方 も対 照に

対してわずかに劣つてい る.

3.フ エニール ヒ ドラチン貧血家兎

第7表 の如 く末梢血液像は血色 素低下 し,赤 血球,

第7表　 フェニール ヒドラチン貧血家兎末梢血液像

白血球も減少している.

培養するに第8表,第10, 11, 12図 の如 く培養1

第8表　 フェニール ヒドラチン貧血家兎

骨髄含水炭素代謝

第10図　 フエニール ヒドラチン貧血家兎の比較

成長価

第11図　 フエニール ヒドラチン貧血家兎の糖消費量

第12図　 フエニール ヒドラチン貧血家兎の水素
イオン濃度



1982 木 村 峻 士

日で比較成 長価2.6で 対照4.1に 対 し著明に劣 り,糖

消費量19mg/dlで,対 照27mg/dlに 対 し著 明に

少 く,水 素 イオン濃度7.1で 対照7.0に 対 し酸性への

傾 き方 も著明に劣つてい る.更 に培養2日, 3日,

 5日 と順次培養 日数を加 うるに従つて比較成 長価,

糖消費量,水 素 イオン濃度の酸性への傾 き方 も対照

に対 して著明に劣つている.

4.コ ラル ゴール貧血家兎

第9表 の如 く末梢血液像は血色素の低下,赤 血球,

第9表　 コラル ゴール貧血家兎末梢血液像

白血球の減少は殆ん ど同程度であ る.骨 髄 は肉眼的

には暗赤褐色 を呈 し,硬 さは殆ん ど正常であ る.

培養す るに第10表,第13, 14, 15図 の如 く培養1

第10表　 コラル ゴール貧血家兎骨髄含水炭素代謝

第13図　 コラル ゴール家兎貧血価の成長比較

第14図　 コラル ゴール貧血家兎 の糖消費量

第15図　 コラル ゴール貧血家兎の水素 イオン濃度

日で比較成長価2.7で 対照4.3に 対 し著明に劣 り,糖

消費量18mg/dlで 対照27mg/dlに 対し著明に少 く,

水 素イオン濃度7.1で 対照7.0に 対 し酸性への傾 き方

も著明に劣つてい る.更 に培養2日, 3日, 5日 と

順次培養 日数を加 うるに従つて比較成長価,糖 消費

量,水 素 イオン濃度の酸性への傾 き方 も対照に対し

て著明に劣つてい る.

5.レ 線照射家兔

イ) 1000r 1回 照射家兎

第11表 の如 く末梢血液像は血色素軽度に低下し,

赤血球,白 血球 も軽度に減少している.

培養す るに第12表,第16, 17, 18図の如 く培養1

日で比較成長価2.4で 対照4.0に 対 し著明に劣 り,糖
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消費量16mg/dlで 対照26mg/dlに 対 し著明に少 く,

水素イオン濃度7.1で 対照7.0に 対 し酸性 えの傾き方

も著明に劣つてい る.更 に培養2日, 3日, 5日 と

順次培養 日数を加 うるに従つて比 較成長価,糖 消費

量,水 素イオン濃度の酸性への傾 き方 も対照に対 し

て著明に劣つてい る.

ロ) 300r連 続照射家兎

第13表の如く末梢血液像は血色素軽度に低下 し,

赤血球軽度に減少 し,白 血球は著明な減少 を示 して

いる.骨 髄は肉眼的には灰 白色を呈 し膠様でやや硬

くなつている.

第11表　 1000r 1回 照射家兎末梢血液像

第12表　 1000r 1回 照射家兎骨髄 含水炭素代謝

第16図　 1000r 1回 照射 家兎 の比較成長価

第17図　 1000r 1回 照射家兎の糖 消費量

第18図　 1000r 1回 照射家兎の水素 イオン濃度

第13表 300r 10回照射家兎末梢血液像

培養す るに第14表,第19, 20, 21図 の如 く培養1

日で比較成長価0.4で 対照4.4に 対 し殆 ど増生 はな く

糖消費量4mg/dlで 対照27mg/dlに 対 し著 明に少

く,水 素イオン濃度7.2で 対照7.0に 対 し酸性 への傾

き方 も著明に劣つ てい る.更 に培 養2日, 3日, 5

日と順次培養 日数 を加 うるも比較成長価は対照に対

して殆 ど増生はな く,糖 消費量,水 素 イオン濃度の
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第14表　 300r 10回照射家兎骨髄 含水炭素代謝

第19図　 300r 10回 照射家兎 の比較成 長価

第20図　 300r 10回 照射家兔の糖消費量

第21図　 300r 10回 照射 家兎の 水素イオン濃度

酸性への傾 き方 も対照に対 して著明に劣つている.

6.瀉 血貧血家兎

イ)急 性 瀉血貧血家兎

第15表 の如 く末梢血液像は血色素の軽度 の低下,

赤血球の軽度の減少,白 血球の増加,網 赤血球の著

明な増加を きた している.

第15表　 急性瀉血貧血家 兔末梢血液像

培養す るに第16表,第22, 23, 24図 の如 く培養1

日で比較成長価4.5で 対照3.9に 対 しわずかに優 り,

糖消費量29mg/dlで 対照26mg/dlに 対 しわずかに

優 り,水 素 イオン濃度7.0で 対照7.0に 対 し酸性への

第16表　 急性瀉血貧血家兎骨髄 合水炭素代謝
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第22図　急性瀉血貧血家兎の比較成長価

第23図　急性瀉血貧血家兎の糖消費量

第24図　 急姓瀉血貧血家兎の水素 イオン濃度

傾 き方は同 じである.更 に培養2日, 3日, 5日 と

順 次培養 日数を加 うるに従つて比較成長価,糖 消費

量,水 素 イオ ン濃度の酸性への傾 き方 も対照に対 し

てわずかに優 つてい る.

ロ)慢 性瀉血貧血家兎

第17表 の如 く末梢血 液像は血 色素の低下,赤 血球,

第17表　 慢性瀉血貧血家兎末梢血液像

白血球 の減少,網 赤血球の著明な増加をきた してい

る.

培養するに第18表,第25, 26, 27図 の如 く培養1

日で比較成長価4.9で 対照4.3に 対 し組織増生 をきた

し,糖 消費量31mg/dlで 対照27mg/dlに 対 し優 り,

第18表　 慢性瀉 血貧血家兎骨髄 合水炭素代謝

第25図　慢性瀉血貧血家兎の比較成長価
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第26図　慢性瀉血貧血家兎の糖消費量

第27図　 慢性瀉血貧血家兎の水素 イオ ン濃度

水 素イオン濃度7.0で 対照7.0に 対 し酸性への傾 き方

は 同じであ る.更 に培養2日, 3日, 5日 と順次培

養 日数を加 うるに従つて比 較成長価,糖 消費壁,水

素 イオン濃度の酸性への傾 き方 も対照に対 して優 つ

てい る.

第2節　 正常家兎骨髄 含水素炭素代謝に及

ぼす各種薬物の影響

1.ビ タ ミンB12添 加の影響

ビタ ミンB12を0.7γ, 0.15γ, 0.2γ の3群 に

分ちて夫 々培養組織に添加 し,比 較成長価,糖 消費

量,水 素 イオン濃 度 を 測定 した.対 照は ビタ ミン

B12を 添加 しない ものをもつて した.

第19表,第28, 29, 30図 の如 く培養起 始日は含糖

量,水 素 イオ ン濃 度 は対 照 と殆 ん ど同 じで ある.培

養1日 で 比 較 成 長 価 は0.1γ 添 加 で4.6, 0.15γ

添 加 で4.8, 0.2γ 添 加 で5.2で 対 照 に 対 し優 り,

糖 消 費 量 は0.1γ 添 加 で28mg/dl, 0.15γ 添 加で

31mg/dl, 4.2γ 添 加 で33mg/dlで 対 照 に対 し優 り,

第19表　 ビタ ミンB12添 加 の影 響

第1例

第2例
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第3例

平 均

水素 イオン濃度は0.1γ 添 加 で7.0, 0.15γ 添加で

6.9, 0.2γ添加で6.8で 対照に対 し酸性への傾 き方

も著明である.更 に培養2日, 3日, 5日 と順次培

養 日数を加 うるに従つて比較成長価,糖 消費量,水

素イオン濃度の酸性 への傾 き方 も対照に対 し著明に

優つている.

第28図　 ビタ ミンB12添 加の比 較成長価(3例 平均)

第29図　 ビタ ミンB12添 加の糖 消費 量(3例 平均)

第30図　 ビタ ミンB12添 加の 水 素 イオン濃度

(3例 平均)
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2.骨 髄エ キス添加 の影響

骨髄 工.キスを1/3針 で1滴, 2滴, 3滴 の3群 に

分ちて夫 々培養組織に添加 し,比 較成 長価,糖 消費

量,水 素 イオン濃度を測定 した,対 照 は骨髄 エ キス

を添加 しない ものを もつて した.

第20表,第31, 32, 33図 の如 く培養起始 日は含糖

第20表　 骨髄エ キス添加の影響

第1例

第2例

第3例

平 均

量,水 素 イオ ン濃 度 は対 照 と殆 ん ど同 じで ある.培

養1日 で比 較 成 長 価 は1滴 添 加 で4.4, 2滴 添加で

4.7, 3滴 添加 で5.0で 対 照 に 対 し優 り,糖 消費量は

1滴 添 加 で30mg/dl, 2滴 添 加 で34mg/dl, 3滴

添 加で37mg/dlで 対照 に 対 し優 り,水 素 イオン濃

度 は1滴 添加 で6.9, 2滴 添 加 で6.8. 3滴 添加 で
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第31図　骨髄工キス添加の比 較成長価(3例 平均)

第32図　 骨髄エ キス添加の糖 消費量(3例 平均)

第33図　 骨髄エキス添加の水素 イオン濃 度(3

例平均)

6.7で対照に対 し酸性への傾 き方 も著 明 である.更

に培養2日, 3日, 5日 と順次培養 日数を加 うるに

従つて比較成 長価,糖 消費量,水 素 イオン濃度の酸

性 への傾 き方 も対照に対し著明に優つている.

第4章　 総 括 並 び に 考 按

以上私は実験的貧血家兎骨髄 の含水炭素代謝及び

正常家兎骨髄含水炭素代謝に及ぼす各種薬物の影響

を観察 したので,以 下 その実験成績を総括 し考按 を

加 える.

第1節　 実験的貧血家兎骨髄 含水炭素代謝

1.べ ンゾール貧血家兎

急性 ベンゾール貧血家兎の骨髄組織 の増生 はやや

低下 し,糖 消費量,水 素 イオン濃度の酸性への傾き

方 もやや 劣つている.し かし慢性 ベンゾール貧血家

兎では骨髄組織の増生は頗る低下し,糖 消費量,水

素 イオン濃度の酸性への傾 き方 も非常に劣つている,

ベンゾールに よる実験的貧血についてはSelling85)

を始めNeumann79), Pappenheim81),多 々 羅35),

志 麻31),小 山28),富 塚41)等が報告 している.教 室で

も上村21),三 由58)等の研究がある.こ れらの成績 を

みる と極 く少量短期間投与では赤血球は殆 ど変化な

く,白 血球は増加 して,骨 髄 実質 もよ り保たれてい

るが大量投与では赤血球,白 血球減少 し,骨 髄 の実

質障害及び成熟障害を認めてい る.教 室 中村鋤 は

pro kg 0.3cc 21回 連続投与家兎の骨髄 組織被覆培

養 を行い,比 較成 長価,細 胞密度及び遊走速度につ

いて健康家兎骨髄 との間に差 を認めていない.又 骨

髄組織像でも実質の荒 癈 を認 め て いない.教 室藤

井53)は私 と同じ培養方法に より蛋白代謝を観察 し,

前記中村 と同一条件 の家兎で グロブ リン,フ イブリ

ノー ゲンの増加率 のわずかの低下があると報告 して

いる.更 に 教 室中村43)はpro kg 0.4cc隔 日に3

ケ月間投与家兎の骨髄組織被覆培養を行つた所,比

較成長価,細 胞密度及び遊走速度が健康家兎骨髄 よ

り著明 に劣つていると報告 し,教 室藤井53)も同一条

件下に 蛋白代謝を観察 しグロブ リン,フ イブ リノー

ゲンの増加率の著 しい減少をみている.

以上の報告 と私の実験成績 と併せ考えるとベン ゾ

ール貧血では骨髄実質 の荒癈が強ければ含水炭素代

謝が低下する事が判る.

2.サ ポニ ン貧血家兎

サポニン貧血家兎の骨髄組織 の増生 は対照 よ りや

や低下 し,糖 消費量,水 素 イオン濃度の酸性への傾

き方 もやや劣つているが著明な差は認め られない.

サポニンは骨髄 毒 として骨髄 に壊死をきたするは



1990 木 村 峻 士

古 くよ り知 られている.富 塚41)は家兎に少量投与す

ると実質の増生 を促 し,多 量投与す ると実質 の瀰漫

性壊死 を来す と共に他方一部にはその増殖を も促 し

た と報告 してい る.大 村14),森60)等はサポニン衝撃

投与を行 い,骨 髄 造血巣 の破壊を認めている.

教室上村21)も家兎について骨髄 実質細胞の減少を

みている.又 渡辺65)はサポニ ン貧血家兎 の骨髄 穿刺

液 の蛋白を測定 しブイブ リノー ゲンの著 しい減少を

認めている.教 室 中村43)はサポニ ン投与家兎の骨髄

組織被覆培養を行 つた所,比 較成長価,細 胞密度及

び遊走速度が健康家兎骨髄 よ り著明に劣つている と

報告 している.教 室藤井53)は私 と同ず培養方法に よ

り蛋白代謝を観察 し,グ ロブ リン,フ イブ リノーゲ

ンの増 加率 のわずかの低下があると報告 している.

以上の報告 と私の実験成績を併せ考 えると,サ ポ

ニ ン投与法 の相違に より骨髄実質の破壊の程度が異

り,破 壊軽度の場合は含水炭 素代謝があま り障害 さ

れ ない事が明 らかになつた.

3.フ エニール ヒドラチン貧血家兎

フエニ ール ヒドラチン貧血家兎の骨髄組 織の増生

は頗 る低下 し,糖 消費量,水 素 イオン濃度の酸性へ

の傾き方 も非常に劣つ てい る.

フエニール ヒドラチンが赤血球の破壊作用を有す

るこ とは早 くか ら知 られHeinz76),馬 島10).高 亀29)

等は高度の貧血 を起す ことを報告 してい る.渡 辺65)

はフエニール ヒドラチン貧 血家兎の骨髄 穿刺液では

総 蛋白,ア ルブ ミン,フ イブ リノーゲンの増加を認

め てい る.教 室中村43)はフエニール ヒドラチン貧血

家兎 の骨髄組 織被覆培養を行い,大 量注射 では比較

成長価,細 胞密度及 び遊走速度が著明に劣つている

が,少 量注射では優 つてい ると報告 している.又 教

室藤井鋤は私 と同 じ培養方法によ り蛋白代謝 を観察

しグ ロブ リン,フ イブ リノー ゲンの増加率 の著明な

低下 のあることを報告 してい る.

以上 の私の実験成績 と軌を一にし,フ エニール ヒ

ドラチン大量投与に より骨髄含水炭 素代謝が著明に

低下す る事を明 らかに示 している.

4.コ ラル ゴール貧血家兎

コ ラル ゴール貧血家兎の骨髄 組織の増生は著明 に

低下 し,糖 消費量,水 素イオン濃度の酸性への傾 き

方 も非常 に劣つている.

武 藤59),小 宮30)はコラル ゴール反復注射 し著明に

貧血をお こさせ,そ の成 因について詳細に研究 して

いる.教 室中村43)はコラル ゴール貧血家兎の骨髄組

織被覆培養 を行 い,比 較成長価,細 胞密度及び遊走

速度 が著明に劣つていると報告 してい る.又 教室藤

井53)は私 と同 じ培養方法に より蛋白代謝を観察しグ

ロブリン,フ イブリノーゲ ンの増加率の著明な低下

のあ ることを報告 している,

以上の私 の実験成績 は上記諸成績 と軌を一にし,

コラル ゴール反復注射 によ り骨髄含水炭素代謝が著

明に低下す る事 を明示 してい る.

5.レ 線照射家兎

1000r 1回 照射家兎及び300r連 続照射家 兎の骨

髄組織の増生 は著明に低下 し,糖 消費量,水 素イオ

ン濃度 の酸性 への傾 き方も非常に劣つている.

造血臓器に外 ぼす レ線照射 の影響 に関す る研究は

Heineck75)以 来多数の業績があつ て枚挙に遑がない.

少量照射では骨髄細胞は一時 減少するが,時 日が経

過すれば正常に戻 り,大 量照射では骨髄 の完全破壊

をみている.教 室橋 本47)はレ線照射家兎の骨髄組織

被覆培養及び液体培養を行い骨髄 の著 しい機能低下

を来 たした と報告 し,教 室平36)は更 に組織呼吸を計

測 し,著 しい機能の低下をみ,教 室藤井53)は私と同

じ培養方法に より蛋白代謝を観察 しグロブ リン,フ

イブ リノー ゲンが著明に減少 した と報告 している.

以上私 の実験成績 は レ線照射により骨髄 含水炭素

代謝が他の骨髄諸 機能 と平行 して著明に低下する事

を示 している.

6.瀉 血貧血家兎

急性瀉血貧血家兎の骨髄組織の増生はわずかに強

く,糖 消費量.水 素 イオン濃度の酸性への傾き方も

わず かに亢進 してい る.慢 性瀉血貧血家兎の骨髄組

織の増生は強 く,糖 消費量,水 素 イオン濃度の酸性

への傾き方 も著明に亢進 している.

瀉血貧血の実験 的研究は古 くか らみられるが,骨

髄の含水炭素代謝 については塙本24)が 正 常 家兎に

pro kg 20ccの 瀉血を行 つて5日 目に骨 髄 糖 並び

に糖原質 量を測定 し,糖 量は正常 と殆んど差異を認

めないが糖原質量は正常 よりやや減少 していると報

告 してい る.し か し教室上原9)は 急姓瀉血貧血家兎

骨髄 の呼吸解糖作用の上昇 を認めている.又 教室沼

本44)は急性瀉血後5日 目の家兎骨髄を培養 し,著 し

い機能亢進の状態を認め,又 中村鋤は慢性瀉血貧血

家兔の骨髄を培養 し,や は り同様の結果を得ている.

又教室藤井53)は私 と同 じ培養方法によ り蛋白代謝を

観察 し,グ ロブ リン,フ イブ リノーゲンの産生の著

増を示 した と報告 してい る.

以上の私 の実験成績は瀉血に より骨髄含水炭素代

謝が他の骨髄諸機能 と平行 して亢進す る事を示 して

いる.
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第2節　 正常家兎骨髄 含水炭素代 謝に及ぼ

す各種薬物の影響

1.ビ タ ミンB12添 加の影響

正常家兎骨髄の組織培養に ビタ ミンB12 0.2γ 添

加の場合は0.1γ, 0.15γ 添加又は添加 しない場合

より組織増生多 く,糖 消費量.水 素 イオン濃度の酸

性への傾き方 も著明に亢進 している.

ビタミンB12の 種 々の 組 織 の培 養に対す る影響

については伊藤5),牧 野56)等 が報告 している.教 室

大藻,田 村,久 米田13)等は被覆培養法及び液体培養

法でビタ ミンB12の 骨髄に 対 す る影 響 を観察 し赤

血球系成熟促進作用が著 しい と報 告 してい る.又 教

室藤井53)は私 と同じ培養方法に より蛋白代謝に対す

る影響を観察 しグロブ リン,フ イブリノーグンの増

加率が増大 していると報告 している.

以上の私の実験成績か ら考 えると,ビ タ ミンB12

添加により骨髄 含水炭素代謝が他 の骨髄 諸機能 と平

行 して亢進する事が判 る.

2.骨 髄 エキス添加 の影響

正常家兎骨髄の組織培養に骨髄 エキス3滴 添加の

場合は1滴, 2滴 添加又は添加 しない場合 より組織

増生多 く,穂 消費量,水 素 イオ ン濃度 の酸性 への傾

ぎ方も著明に亢進 している.

Fraser71)は 骨髄 物質 に造血 作 用 のある事を初め

て認 め てい るが,骨 髄 エ キ ス と して はLeak &

 Leake78)が 最初に研究 している.本 邦では大野16),

岡19),馬島10),教 室平木教授,大 森50),三 由58)等が

それぞれ骨髄 工キスの造血機能促進作用 について報

告している.又 教室藤井(昌)54)は組織培養実験の結

果,骨 髄エ キスは直接骨髄 を刺戟すると報告 してい

る.又 教室藤井(幸)脇)は私 と同 じ培養方法に より蛋

白代謝に対する影響を観察 しグロブ リン,フ イブ リ

ノーゲンの増加率が著明に増大 したと報告 している.

以上の私の実験成績 では上記諸家の報告 と全 く同

様に骨髄エキス添加量に比例 して骨髄実質の機能亢

進がみ られ,更 に夫に平行 して含水炭 素代謝が亢進

する事が明 らかになつた.

第5章　 結 論

実験的貧血家兎骨髄 の体外組織培養法 による含水

炭素代謝を観祭 し,あ わせて正常家兎 骨髄 の体外組

織培養法による含水炭素代謝 に対する各種薬物 の影

響をも観察し次 の結果を得た.

1)ベ ンゾール短期間投与家兎骨髄 では含水炭素

代謝は抑制され,更 にベ ンゾール長期投与家兎,フ

エニール ヒドラチン投与家兎,コ ラル ゴール投与家

兎,レ 線照射 家兎骨髄 では一層著明に抑制された.

2)瀉 血家兎骨髄では含水炭素代謝は亢進 をみた.

3)サ ホニ ン投与家兎 骨髄では含水炭素代謝の障

害がみられなかつた.

4)ビ タ ミンB12,骨 髄 エキスは骨髄 に直接働いて,

その 含水炭素代謝を亢進 せしめた.

全 編 の 総 括

以上私 は正常家兎骨髄 の体外組織培養法に於ける

含水炭素代謝並びに健康人血清,各 種疾患々者血清,

各種薬物を添加 した場合の骨髄 含水炭素代謝に及ぼ

す影響 を観察 し,併 せて実験的貧血家兎骨髄の体外

組織培養法に於ける含水巌素代謝をも観察し,興 味

ある所見を得た.

先ず正常家兎骨髄の培養組織は発育旺盛なるに従

つて糖消費量は大 とな り,水 素 イオン濃慶は酸性に

傾 く事が明 らか となつた.更 に健 康人血清の適当量

添 加では培養組織 の生育,糖 消費量,水 素イオン濃

度の変化は正常家兎骨髄 の場 合と何等差異を認めな

い.即 ち健康人血清の適 当量では骨髄 含水炭 素代謝

に影響を与えない事が明 らかとなつた.

又本態性低色素性貧血,鉤 虫症,ウ エルホーフ氏

病,慢 性 肝炎,肝 硬変症,慢 性腎炎,胃 癌,肺 結核,

糖 尿病患者 の血清を正常家兎骨髄 培養 に添加 した場

合 とサポニン投与家兎骨髄培養 に於ては培養組織の

生育.糖 消費量,水 素イオン濃度の変化は正常家兎

骨髄の場合と同 じく何等の差異 を認めない.こ れは

之等の患者血清中に含水炭素代謝を抑 制する図子が

存在せず,か つサポニ ンによる骨髄 実質の破壊軽度

の場合は 含水炭素代謝があま り障害 されない事 を示

している.

次 に健康人血清の少量添加(適 当量 より少い場合),

ビタ ミンB12添 加,骨 髄 エキ ス添 加並びに瀉 血貧

血家兎骨髄では培養組 織の生育は著 しく促進 され,

同時に糖 消費量,水 素 イオン濃度の酸性への傾 き方

も大である.こ れは健康人血清少量とビタ ミンB12,

骨髄 エ キスは骨髄に直接働いてその含水炭素代謝 を

亢進 し,又 瀉血に より骨髄機能が亢進 され ると共に

含水炭素代謝 も亢進す る事を明示 している.

しか し健 康人血清 の大量添加(適 当量より多い場

合),再 生 不良性貧血,パ ンチ 氏病,白 血病 患者 血

清添加の場合 とベ ンゾール貧血家兎,フ エニール ヒ

ドラチ ン貧血家兎,コ ラル ゴール貧血家兎,レ 線照

射家兎骨髄では,培 養組織 の生育は著 し く劣 り,糖
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消費量,水 素 イオン濃度の酸性への傾き方も著明に

少い.即 ち健康人血清の大量は含水炭素代謝を も含

めて骨髄機能に障害的に働 き,又 再生不良姓貧血,

バンチ氏病,白 血病患者血清中には骨髄に直接働い

て,そ の機能を抑 制 し,更 に含水炭素代謝を抑制す

る因子 の存在する事が判 る.又 ベンゾール,フ エニ

ール ,ヒ ドラチ ン,コ ラル ゴール投与並びに レ線照

射家兎 の骨髄 では含水炭素代謝が他 の骨髄 諸機能 と

共 に著明に低下す る事が明 らか となつた.

以上の如 く正常家兎骨髄 の組織培養並びに夫に対

す る健康人血清,各 種疾患 々者血清,各 種薬物の添

加,更 に実験的貧血家兎骨髄 の組織培養を行い.夫

々含水炭素代謝を観察 した結果,各 々の場合に於て

有意 の所見を認め,以 て骨髄 含水炭素代謝の様相を

in vitroに 於て而 も略 々生体内に近い状態で詳細に

把握する事 が出来た.

擱筆するに臨み御懇篤なる御指導と御校閲を賜わ

りた る平末教授並びに大藤助教授に深謝する.
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Studies on Carbohydrate Metabolism in Bone-Marrow Tissue 

Culture of Rabbits

Part 3. Carbohydrate Metabolism in the Bone Marrow of Rabbits 

with Experimental Anemias and Effects of Various Drugs on the 

Carbohydrate Metabolism in Bone Marrow of Normal Rabbits

By

Takashi Kimura

Department of Internal Medicine Okayama University Medical School

(Director: Prof. Kiyoshi Hiraki)

In observations of carbohydrate metabolism in the bone marrow of rabbits with experi
mental anemias by tissue culture (Carrel's flask method) and in the studies of effects of various 

drugs on the carbohydrate metabolism in the bone marrow of normal rabbits by tissue culture 

(the same method) the following findings were obtained:

1) In the bone marrow of rabbits given benzol injection for a short period of time, the 
carbohydrate metabolism has been inhibited . Moreover, in the bone marrow of rabbits
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administered with benzol injection for a long time, or injected with phenylhydrazine, korall

gol, or exposed to X-rays, the carbohydrate metabolism has been more markedly inhibited.
2) The carbohydrate metabolism has been accelerated in the bone marrow of rabbits 

depleted of blood.
3) In the bone marrow of rabbits injected with saponin no abnormality can be observed 

in the carbohydrate metabolism.
4) Vitamin B12 and bone marrow extracts have been found to act directly upon bone 

marrow as to promote the carbohydrate metabolism.


